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明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます
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農事組合法人アグリ飯川
（代表理事　澤多秀夫）

システムの操作をする天池俊彦さん
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て
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と
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長
新
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挨
拶

七
尾
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農
業
委
員
会

　

会　

長　
　

坂
井
助
光

　

皆
々
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
昨
年
も
経
済

活
動
の
縮
小
が
続
き
、
極
め
て
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
農
家
に

と
っ
て
は
昨
年
に
続
き
天
候
不
順
の
影
響
を
受
け
、
野
菜
等
の
価
格
が
安

定
し
な
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外
食
産
業
へ

の
米
の
供
給
減
が
、
米
価
の
大
幅
な
下
落
と
な
り
、
農
業
経
営
を
直
撃
し

ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
当
面
続
く
と
思
わ
れ
、
米
生
産
農
家
の
再
生
産
意

欲
の
確
保
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
農
家
・
農
業
を
巡
る
情
勢
は
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
、
担
い
手
を
は
じ
め
と
す
る
後
継
者
及
び
営
農
組
織
の
育

成
等
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
、
課
題
に
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
昨
年
か
ら
新
た
に
始
め
た
非
農
地
判
断
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

な
ど
、「
守
る
べ
き
農
地
」
と
そ
う
で
な
い
農
地
を
明
確
に
し
、
農
地
利

用
の
最
適
化
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ブ
を
挿
し
て
作
物
の
生
育
状
況
に
合

わ
せ
て
必
要
な
量
の
水
や
肥
料
を
時

間
設
定
に
よ
り
自
動
で
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
肥
培
管
理
の
失
敗

が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

メ
ロ
ン
は
夏
と
秋
の
二
期
作
で
夏

メ
ロ
ン
は
５
月
に
苗
か
ら
植
え
て
８

月
に
出
荷
。
秋
メ
ロ
ン
は
７
月
中
旬

に
種
か
ら
植
え
て
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
出
荷
。
一
期
に
つ
き
約
４

０
０
個
程
度
出
荷
し
ま
し
た
。
重
さ

は
約
１
．
２
キ
ロ
、
糖
度
は
基
準
値

の
14
度
を
満
た
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
わ
か
ば
の
里
、
道
の
駅
「
織

姫
の
里
な
か
の
と
」
に
並
び
好
評

だ
っ
た
の
で
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
食
べ
て

ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
米
に
加
え
て
メ
ロ
ン
で
頑

張
り
、
通
年
の
収
益
増
を
目
指
し
た

い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

≪part 41≫
メロン栽培で育苗ハウスを有効活用！メロン栽培で育苗ハウスを有効活用！

　

農
事
組
合
法
人
「
ア
グ
リ
飯
川
」

で
メ
ロ
ン
栽
培
を
担
当
す
る
天
池
俊

彦
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
平
成
27
年
２
月
に
圃
場

整
備
を
き
っ
か
け
に
営
農
組
合
か
ら

農
事
組
合
法
人
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
、
水
稲
約
26　

を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
夏
か
ら
冬
に
未
使
用
と

な
る
育
苗
ハ
ウ
ス
を
有
効
活
用
し
た

い
と
考
え
、Ｊ
Ａ
指
導
の
下
、
ハ
ウ

ス
１
棟
を
使
用
し
て
昨
年
春
か
ら

ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
栽
培
に
取
り
組

み
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
全
農
が
開
発
・
販

売
し
た
栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム
「
う
ぃ

ずO
ne

」
を
導
入
し
て
の
試
み
で
、

野
菜
栽
培
で
は
県
内
16
か
所
で
導
入

済
み
で
す
が
、
メ
ロ
ン
栽
培
で
は
県

内
初
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
根
元
部
分
の
土
に
チ
ュ
ー

ha



３

橋
本
委
員
が
七
尾
市
の
取
組

事
例
の
報
告

第
59
回  

石
川
県
農
業
委
員
会
大
会

非
農
地
判
断
の
取
り
組
み
強
化

一
括
し
て
地
目
変
更
登
記
も

取
り
組
み
状
況
報
告

農
業
者
年
金
加
入
推
進
特
別
研
修
会

　

昨
年
ま
で
に
実
施
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
再

生
困
難
と
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
、「
農
地
・
非
農

地
判
断
対
象
地
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
も

と
に
地
区
担
当
委
員
や
生
産
組
合
等
と
協
議
し
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
域
一
帯

が
山
林
化
す
る
な
ど
非
農
地
判
断
が
妥
当
と
さ
れ

る
農
地
に
つ
い
て
は
所
有
者
に
そ
の
旨
を
事
前
通

知
。
拒
む
場
合
は
農
地
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
現
地
調
査
の
結
果

は
、
総
会
で
審
議
・
判
断
し
、
非
農
地
通
知
を
発

出
す
る
。
非
農
地
通
知
を
受
け
て
、
所
有
者
な
ど

が
同
意
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、
市
長
が
一
括
し

て
法
務
局
に
登
記
地
目
変
更
の
申
し
出
を
行
う
。

　

現
地
調
査
は
昨
年
８
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
。
舟
尾
町
の
１
０
０
筆
余
り
を
調
査
し
、
11
月

の
総
会
で
１
０
２
筆
、
０
．
６
㌶
を
非
農
地
判
断

し
た
。
10
月
に
は
中

島
町
瀬
嵐
、
11
月
に

は
能
登
島
二
穴
町
を

現
地
調
査
済
み
。
１

回
に
１
０
０
筆
を
目

標
に
市
内
５
区
域
で

順
次
非
農
地
判
断
の

た
め
の
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
く
。

11
月
19
日
、
羽
咋
市
の
コ
ス
モ
ア

イ
ル
羽
咋
で
県
内
市
町
か
ら
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ほ

か
関
係
者
約
４
０
０
人
が
参
集
し
て

石
川
県
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
研
究
所
代
表
の
可
知
祐
一

郎
氏
に
よ
る
「
農
地
中
間
管
理
事
業

を
フ
ル
活
用
！
『
地
域
ま
る
っ
と
中

間
管
理
方
式
』」
と
題
し
て
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、
農
業

経
営
と
地
域
の
農
地
の
維
持
管
理
の

両
方
を
担
う
一
般
社
団
法
人（
非
営
利
型
）の
設
立
の
仕
方
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
集
落
営
農
法
人
化
の
新
た
な
選
択
肢
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所
に
よ
る
「
農
業
委
員
会

組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」
の
報
告
。
議
案
審
議
で
は
、
農
業

政
策
に
関
す
る
提
案
決
議
、「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を

応
援
す
る
全
国
運
動
」
に
よ
り
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

実
行
す
る
た
め
の
申
し
合
わ
せ
決
議
」
及
び
全
国
農
業
新
聞
、
全
国

農
業
図
書
の
普
及
や
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど
情
報
提
供
活
動

の
取
り
組
み
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
の
３
件
を
採
択
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
農
業
委
員
等

表
彰
に
お
い
て
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
村
瀨
峰
行
さ
ん
が
石

川
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
（
通
算

９
年
以
上
）
を
受
賞
し
た
。

10
月
11
日
（
月
）
、
石
川

県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
「
令
和
３
年
度

農
業
者
年
金
加
入
推
進
特
別

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
当

委
員
会
か
ら
、
加
入
推
進
部

長
の
橋
本
良
子
委
員
、
同
副

部
長
の
山
本
正
秋
委
員
、
事
務
局
１
名
が
出
席
し
た
。

県
内
市
町
農
業
委
員
会
の
農
業
者
年
金
加
入
推
進
関

係
者
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
出
席
。
研
修
会
は
、
会
場

で
の
対
面
形
式
と
ｗ
ｅ
ｂ
形
式
の
選
択
制
で
開
催
さ

れ
た
。

　

最
初
に
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
の
久
保

田
一
郎
氏
（
企
画
調
整
室
長
）
が
農
業
者
年
金
制
度

の
概
要
と
加
入
推
進
取
組
み
に
つ
い
て
、
リ
モ
ー
ト

で
説
明
を
行
っ
た
。

　

県
内
の
加
入
推
進
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、
当
市

の
橋
本
加
入
推
進
部
長
が
報
告
を
行
っ
た
。
当
市
は

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

新
規
加
入
者
数
を
８
名
と
し
て
お
り
、
個
別
訪
問
や

農
業
委
員
・
推
進
委
員
に
よ
る
呼
び
掛
け
の
ほ
か
、

推
進
す
る
側
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、
勉
強
会
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
加
入
者
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
や

今
後
の
目
標
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

最
後
に
、
石
川
県
農
業
会
議
と
Ｊ
Ａ
石
川
県
中
央

会
が
そ
れ
ぞ
れ
今
年
度
の
加
入
推
進
取
り
組
み
事
項

等
を
報
告
し
て
閉
会
し
た
。



35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の
要件を満たす方は、保険料の納付下限額が2万円
から1万円に引き下げられます。
　（令和4年1月1日から）

　農業委員の欠員のため、農業に関心のある人
を募集します。

■応募資格
　農業に関する識見があり、農業委員会が所管
する事項の職務を適切に行うことができる人。
■業務
　農地の権利移動の許認可や転用許可にかかる
意見の決定。農業の担い手への農地集積・集約
化や遊休農地の発生防止・解消。農業者からの
相談、助言など。（業務内容については七尾市
農業委員会事務局まで）
■募集人数　１人（男女問わず）
■任期
　任命の日～令和５年７月31日
■報酬　市の条例等により支給
■申込方法
　①個人からの推薦
　②団体等からの推薦
　③自らの応募
いずれの場合も、申し込み用紙を農林水産課
に提出してください。
※申し込み用紙は農林水産課窓
口に配置のほか、市ホーム
ページからダウンロードでき
ます。
■申込期限
　令和４年１月28日（金）

※その他の改正予定
受給開始時期の選択肢が広がります。

　（65歳以上 75歳未満の間で選択）
　（令和4年 4月 1日から）
加入可能年齢の引き上げ（国民年金の任意加入者）
（令和4年 5月 1日から）

次の①～⑤のいずれにも該当しない方
①　認定農業者かつ青色申告者
②　認定就農者かつ青色申告者
③　①又は②の者と家族経営協定を締結し経営に
参画している配偶者又は直系卑属

④　認定農業者又は青色申告者
⑤　①又は②以外の農業を営む者の直系卑属で、
その農業に常時従事する後継者

　松中 功裕農業委員が令和３年１０月２８日に
逝去されました。
　平成２６年７月から農業委員として七尾市の農
業振興に多大な貢献をされました。
　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上
げます。

平成14年1月から始まった新制度のみが対象

※保険料引き下げ（保険料1万円以上）の対象者

令和4年から
農業者年金制度が改正されます

４

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱい
◆発行日　毎週金曜日
◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円

を購読
しましょう！

編集後記
　明けましておめでとうございます。
令和３年は一昨年から続くコロナで、農業分野
においても多大な影響を受けましたが、国内に
おいてはようやく落ち着きを取り戻しつつある
ようです。
　さて農業委員会だより新年号を発刊すること
ができました。今後も地域へより良い農業政策
情報を伝えるよう努力してまいりますのでご愛
読をお願いします。

お問い合わせ、お申し込みは農業委員会へ　
☎ ５３－８４４０　　FAX ５２－７７６５

お問合せ　農林水産課　☎53-5010

編集委員長　長田章・委員一同

農業委員募集農業委員募集農業委員募集農業委員募集農業委員募集農業委員募集

❶

❷

❸


